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§１０ 方程式の応用 
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(1) 2 2 1 0x x  
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(1) AH, BH, CHa b c   とおく。

ABH△ にピタゴラスの定理 を用い

て、
2 2 25a b    ····························· ①

ACH△ にピタゴラスの定理 を用い

て、
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① ②より、
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①に代入して、
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(3) △ABC の内接円の半径を rとおき、

内心を Iとおく。
ABC IAB IBC ICA  △ △ △ △ より、
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Mは BCの中点なので、
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△AHMにピタゴラスの定理を用
て、
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斜辺一辺相等で ABE ADF△△ だから、

BE DF x 
とおける。直角三角形 ABEにピタゴラス
の定理を用いて、

2 2 2 2AE AB BE 1 x   
CE CF 1 x   となるから、△CEF は直
角二等辺三角形で、
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よって、 3 22 , 3x    を得る。ここ

で、 BEx  より、 0 1x  であるが、

1 3 2  だから、これをみたすのは

2 3x   の方だけである。このとき、
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AC ,BCx y  とおくと、仮定より

x y ①

である。斜辺の長さが 2 5 なので、ピタ
ゴラスの定理より、
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(1)

△ABC はAB AC の二等辺三角形な

ので、

ABC ACB    ···················· ①
△DCAはDA DC の二等辺三角形な

ので、

DCA DAC    ····················· ②

△ABC と△DCAについて、①, ②よ
り、
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ACB DAC  

だから、二角相等で、
ABC DCA△ ∽△

が成り立つ。よって、対応辺の比を

考えて、
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△ABC はAB AC の二等辺三角形な
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